
日南町告示第22号
　令和２年第６回日南町議会臨時会を次のとおり招集する。
　　　令和２年８月４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町長　中　村　英　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　招集年月日　　令和２年８月７日
　招集場所　日南町役場庁舎　議場
　付議事件
　　１．工事請負契約の締結について（令和２年度　日南町ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事
（第２期））
　　２．令和２年度日南町一般会計補正予算（第５号）
　　　　───────────────────────────────
○開会日に応招した議員
　　　　　　　大　西　　　保君　　　　　　　　　　　古　都　勝　人君
　　　　　　　岡　本　健　三君　　　　　　　　　　　荒　木　　　博君
　　　　　　　櫃　田　洋　一君　　　　　　　　　　　岩　﨑　昭　男君
　　　　　　　近　藤　仁　志君　　　　　　　　　　　久　代　安　敏君
　　　　　　　坪　倉　勝　幸君　　　　　　　　　　　山　本　芳　昭君
　　　　───────────────────────────────
○応招しなかった議員
　　　　　　　な　し
　　　　───────────────────────────────
────────────────────────────────────────
　　　令和２年　第６回（臨時）日　南　町　議　会　会　議　録（第１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年８月７日（金曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年８月７日　午前９時開会
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　議案第73号　工事請負契約の締結について（令和２年度　日南町
ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第２期））
日程第４　議案第74号　令和２年度日南町一般会計補正予算（第５号）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　議案第73号　工事請負契約の締結について（令和２年度　日南町
ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第２期））
日程第４　議案第74号　令和２年度日南町一般会計補正予算（第５号）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（10名）
　　　　　　１番　大　西　　　保君　　　　　　２番　古　都　勝　人君
　　　　　　３番　岡　本　健　三君　　　　　　４番　荒　木　　　博君
　　　　　　５番　櫃　田　洋　一君　　　　　　６番　岩　﨑　昭　男君
　　　　　　７番　近　藤　仁　志君　　　　　　８番　久　代　安　敏君
　　　　　　９番　坪　倉　勝　幸君　　　　　　10番　山　本　芳　昭君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（なし）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　花　倉　幸　江君　　書記　───────　花　倉　順　也君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　中　村　英　明君　　副町長　──────　丸　山　　　悟君
教育長　──────　伊　田　典　穂君　　総務課長　─────　木　下　順　久君



企画課長　─────　實　延　太　郎君　　福祉保健課長　───　渡　邊　輝　紀君
教育次長　─────　村　上　伴　樹君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時００分開会
○議長（山本　芳昭君）おはようございます。
　ただいまの出席は１０名です。定足数に達していますので、令和２年第６回日南町議会
臨時会を開会します。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。
　タブレットの報告書ファイルをお開きください。地方自治法第１２１条の規定により、
本臨時会に出席を求めた者は、１ページの報告書のとおりです。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　会議録署名議員の指名
○議長（山本　芳昭君）日程第１、会議録署名議員の指名をします。
　会議録署名議員は、日南町議会会議規則第１２５条の規定により、議長において、５
番、櫃田洋一議員、６番、岩﨑昭男議員の２名を指名します。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　会期の決定
○議長（山本　芳昭君）日程第２、会期の決定を議題とします。
　お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日としたいと思いますが、これに御異議あり
ませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日１日と
決定しました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（山本　芳昭君）ここで執行部から発言が求められていますので、これを許しま
す。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）改めまして、おはようございます。
　本日の臨時議会ということで、全員の皆さんにお越しいただいて御出席いただき、開催
できますことに、まず、お礼を申し上げたいというふうに思っております。
　本日は、暦の上では立秋ということでありまして、長い梅雨だったというふうに思って
おりますが、今年は、先日からすごい暑さのほうが出てきておりまして、いわゆる熱中症
のほうに御注意、無理をせず休憩を取るなどしていただいて、熱中症予防に努めていただ
ければというふうに思っております。
　また、昨日ですが、御案内のように、広島の原爆の投下の日で、節目の７５年を迎えた
日でもありました。被爆をされた皆様方に哀悼の意をささげるとともに、核兵器の廃絶
と、それと併せて世界の恒久的な平和を願うものでございます。
　また、新型コロナウイルス関連でございますが、本日の議案にも関連するところであり
ますが、現在、県内の東部、中部、あるいは、今朝方では西部のほうでも感染が確認され
たという情報が入ってきております。鳥取県内全域に、今、警報という状況が出されてお
るとこでありまして、基本的には、改めて基本の感染予防の基本に立ち返るということ
が、これから町民全員で感染予防に努めていきたいというふうに思っております。既に御
案内のように、どう言いましょうか、感染予防というとこでありますので、三密を避けた
りマスクの着用、あるいは手洗いの励行、あるいは人と人との距離を保つ、部屋では換気
をするというような状況をいま一度確認するとともに、その防止に努めていきたいという
ふうに思っております。感染予防の状況でありますが、最近の特徴として、親しい方同士
の会食から、あるいは家族内感染、また、全国的には若者層を通じての行動の中で感染す
るというような状況が確認されております。自らの身体を守るということもありますが、
併せて周囲の皆さんの感染拡大させないためにも、先ほども申し上げましたが、やっぱり
感染防止の基本に返る、徹底をするということに、さらに、どう言いましょうか、努めて
いただければというふうに思っております。
　そして、来週からは盆シーズンということでお迎えする時期となりました。既に日本文
化の伝統儀式、あるいは行事的なところもありまして、日南町では成人式も８月にやって
おりましたけど、延期ということで来年の１月に予定させていただいておりますし、ま
た、地域の皆さん方のところの盆行事あたりも中止という形が決定されてるというふうに
思っておりますが、帰省の話になりますと、やっぱり墓参りだとか、あるいは世帯によっ
ては、御家族によっては初盆というところもあろうかというふうに思ってます。友人の交



流でありますとか、あるいは若い人はお母さん方の手料理を食べたいとか、あるいは孫を
見たいとか、そんなことが、この盆の中で通常では行われている時期でありまして、一般
的には特別な時期ではあろうかなというふうに思っております。しかしながら、今回とい
いましょうか、コロナの関係で、今、人間社会が、やっぱり目に見えない新型コロナと闘
ってる最中であります。そして、新たな局面を迎えておる中で、感染者の拡大と、あるい
は地方への拡大という状況になっております。そうしたことも鑑みながら、昨日、私のほ
うから防災無線と、あるいはちゃんねる日南の収録をさせていただいて、メッセージをお
願いさせていただいてるところであります。
　その内容の要旨については、重症化リスクの高い高齢者が多い地域へ配慮していただき
まして、日南町への帰省について、御家族といま一度御相談いただいて、できれば辛抱し
てほしいという内容の私の思いを伝えさせていただきました。また、今、国内全域でもあ
りますが、誹謗中傷等の書き込み等もあってるようでございますので、そういったことも
やめていただきたいということも併せて伝えさせていただきました。コロナに負けないた
めに、皆さん方と一緒になって、この難局を乗り越えていきたいというふうに思っており
ます。
　また、前回の臨時議会のほうで御承認いただきましたプレミアム商品券と飲食券の配付
の関係でございますが、盆前には各世帯のほうに届くという手続の方向で進んでおります
ので、報告させていただくとともに、町内の事業者の応援と、お互いの感染防止の上、御
利用いただくことをお願い申し上げたいというふうに思います。
　本日の臨時議会でございますが、工事請負契約の締結が１件、一般会計補正予算という
ことで１件を上程させていただいております。御理解の上、御承認を賜りますようお願い
申し上げまして臨時議会の最初の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いし
ます。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３　議案第７３号
○議長（山本　芳昭君）タブレットの議案書ファイルの２ページをお開きください。
　日程第３、議案第７３号、工事請負契約の締結について（令和２年度　日南町
ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第２期））を議題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第７３号、工事請負契約の締結についてということで、次の
とおり、工事請負契約を締結することにつきまして、地方自治法第９６条第１項の規定に
よりまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　工事名ですが、令和２年度日南町ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第２期）という名前で
ございます。工事場所ですが、日南町内ということで日野上地区の中の河上、そして多里
地区、福栄地区、石見地区の全域ということで、昨年度からの後期分ということでの内容
でございます。契約の相手方ですが、住所は鳥取市西品治字田島前ノ二８１６番地１、相
手方の名前ですが、株式会社中電工鳥取統括支社執行役員支社長、二反田正克。契約の金
額ですが、消費税の込みの金額ですが５億８，６３０万円ちょうどでございます。契約締
結の方法ですが、一般競争入札でございます。どうぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）これより、本案に対する質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）まず、この第２期工事の受益の戸数についてをお示しいた
だきたいことと、工事に当たって、新たにネット環境を整えたいということから、ケーブ
ルを敷設してほしいというふうな要望が出ているのかどうなのか、これについての対応を
お聞かせください。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。最初の御質問でございますが、現在、
９７７世帯を予定しておるところでございます。２点目の要望におかれましては、全世帯
を回らせていただく中で、御希望に沿った、サービス内容は限られておりますけども、御
希望に沿った対応をさせていただきたいというふうに考えておりますので、もしも、今、
接続なさっていない方がつなぎたいということであれば、新たにつないでいただくよう
に、御説明なり進めていきたいというふうに考えておるとこでございます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）１期目、２期目と同じ業者になっております。これは別に
いいんですけども。せっかくでしたら、１期目で小さなトラブルはいいんですけども、大
きなトラブルでこういう問題ありましたと、そして、２期目については、それを改善する
というような項目を、何かありましたら教えていただきたい。お願いします。



○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。工事を揺るがすような重大な事故というの
は認識はしておりませんが、細かいトラブルというところはあったと承知しております。
そういったところは、今後、工程会議、何回かまた予定をいたしますけども、また、請負
業者様を通じて、いろいろと関係する事業者の皆様、あるいは役場中心にはなろうかと思
いますが、住民の皆様にも、より、１期目を踏まえた対応に心がけたいというふうに考え
ておるところでございます。いずれにしましても、関係者集まる工程会議を中心に、その
辺りはしっかりと共有して進めてまいりたいというふうに思います。以上です。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）１期目につきましては、日野上、それから山上、阿毘縁と
か大宮のほうにされたんですけども、そのときに、住民説明会とか効果あったんですけ
ど、私自身がいつされるのかということを気にしておって、実際にはその住民説明会には
出れなかった。あったのかどうかも分からないんですが、今後、その住民説明会、本当に
されるのか、したのか、過去、その辺はどうなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）地域の関係者の皆様と御相談しながら全体でする場合、ある
いは個別でさせていただいた場合とございましたけども、今年度、また改めて進めさせて
いただくに当たっては、地元関係者の皆様と相談しながら、去年いただいた声も踏まえて
進めたいと思います。議員、御指摘のように、住民の皆さんに知っていただいて御理解い
ただくのが説明会の趣旨でございますので、その辺りは、参加できる、できないというと
こもございますけども、個別に対応したりというようなことも想定しながら進めてまいり
たいと思いますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）１期工事でございますけれども、いろいろと御報告があっ
たとおり、引込み工事等の遅れで、かなりの金額繰り越したわけでございます。このたび
のこの契約、２期工事でございますけれども、この引込み工事、１期のときに遅れたとい
うことを鑑みて、２期工事で遅れを出さないための工夫とか、そういうことは取り入れら
れていますでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。非常に、この辺り、工事が遅れることで待
っていらっしゃる町民の皆様に御迷惑をおかけしてるところもございまして、その辺り、
時間が、１期目でかかりました一つの要因の中に手続がございました。そういった手続を
今年は、今、もう既に追いかけてるようなものもございまして、そういったところから早
くに進めること。あとは、会えなかったというのは言い訳の一つでございますけども、で
きるだけ、町民の皆様とスムーズにお会いし、また、御説明いただき、納得いただく中で
の契約となりますと、その辺りをどうするのかというのは、関係者がもっと協力し合って
というところを一つ課題として設けております。その辺りを、また、先ほど申しました工
程会議あたりを密にしながら進めてまいりたいというふうに思っております。その一方で
は、また、皆様にも、この事業について御理解をいただきたいと思いますけども、そうい
ったことで努力してまいりたいと思いますので、御理解のほどよろしくお願いいたしま
す。
○議長（山本　芳昭君）以上で、質疑を終結します。
　これより、討論、採決を行います。
　日程第３、議案第７３号、工事請負契約の締結について（令和２年度　日南町
ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第２期））の討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）討論を終結します。
　これより、採決を行います。
　議案第７３号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決されま
した。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　議案第７４号
○議長（山本　芳昭君）タブレット３ページから、日程第４、議案第７４号、令和２年度
日南町一般会計補正予算（第５号）を議題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。



○町長（中村　英明君）議案第７４号、令和２年度日南町一般会計補正予算（第５号）で
ございます。
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２，０３１万２，０００円を追加しまして、
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ７３億７，７２８万４，０００円とする内容で
ございます。
　内容でございますが、まず、歳入のほうですが、国庫支出金ということで２，０３１万
２，０００円。全額が新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を充てる内容で
ございます。
　歳出のほうですが、大きく本日は６点でございます。１点目が、庁舎管理事務というこ
とで２００万円ちょうど。感染症の対策に係る執務分散のための庁舎等の電話機及び回線
を増設する内容でございます。
　２番目が、電算管理運営事務ということで８６３万４，０００円。同じように、感染症
対策の執務分散のためのネットワーク機器等の環境整備を図る内容でございます。
　３点目が、母子父子福祉事務ということで１５０万円ちょうどでございます。いわゆ
る、国の臨時定額給付金、いわゆる１０万円があったというふうに思いますが、その内容
が、令和２年の４月２７日を基準日とするという内容で給付金が支払われております。今
回、上げさせていただいたのは、その４月の２７日以降、いわゆる２８日から令和３年の
３月３１日までに生まれた新生児の皆さんに、その保護者の皆さんに出産育児応援金とい
うような形で給付をさせていただきたいというふうに思っております。
　４番目に、日南町人材育成事業ということで４２０万円でございます。町外で暮らす学
生の皆さんの支援ということで、町の特産品と合わせて応援金を給付するものでございま
して、おおむね１人当たりが５万円という内容でございまして、特産品が１万円、現金給
付が４万円という内容で、町独自としての支援をしていきたいというふうに思っておりま
す。
　５番目、６番目ですが、学校管理運営事務ということで、小学校のほうに１９８万
９，０００円、中学校のほうに同じ同額でございますが１９８万９，０００円を、それぞ
れ計上させていただいております。いわゆる感染の予防対策ということで、それぞれの小
学校、中学校の施設の消毒作業につきまして、外部委託をさせていただきたいという内容
でございます。ちょうど今は夏休み中でございますが、毎日の、どう言いましょうか、感
染対策をしておりますので、その事務を、やはり先生方も大変でしょうし、エリアも広い
ということもありまして、外部委託をさせていただきたいという内容でございます。どう
ぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を行いますが、１３ページからの補正
予算説明附属資料に沿って、各課ごとに質疑を許します。
　１４ページ上段、総務課について質疑を許します。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）先日も説明をいただいたところでありますけども、改めて
確認をさせていただきたいと思いますが、分散勤務ということであります。庁舎等という
ことで、どの範囲、場所としてどういうところで分散勤務が予定をされておるのか、さら
に、その人数、どこの部署が何人程度分散の形が取られるのかということ、そして、分散
勤務、執務に向かうときにどういう条件、すぐでも、今の状態で分散執務に当たられるの
か、一定の条件が発生したときに分散執務に当たられるのか、そういったところについて
説明を求めます。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。いわゆる公務の分散勤務に関しましての御
質問でございます。御質問のまず１点目、分散勤務を実施する想定場所につきましては、
本庁舎内の１階、２階会議室を想定をしておるとこでございます。２階の議会の委員会等
でも使わせていただいております会議室３か所、それから防災会議室と庁舎入り口付近の
ＩＴルームも含んでおります。本庁舎以外でいいますと、隣の文化センターの２階にござ
います多目的ホール、研修室の１、２、３、この各部屋を想定をしておるとこでございま
す。分散勤務の可能な人数として、ただいま申し上げました会議室で標準収容人数で換算
しますと、１００人ちょっとぐらいの１１５人ぐらいの収容人数になります。役場の中の
勤務者が約１００名でございますので、全体を分散をした場合でも、約５０％ぐらいの収
容率で勤務の環境ができるというふうに想定をして、全体を使えば、そういった環境の中
で執務が取れるというふうに考えております。
　また、分散勤務を開始する条件といいますか、時期的なところでございますけども、今
現在、鳥取県庁でも３割程度の勤務抑制をかけられたというふうな情報もございます。鳥
取県西部なり、近場、日野郡内等での感染状況も踏まえながら、今後、勤務抑制、分散勤



務について判断をしていく時期が近づいているかというふうに考えております。感染状況
を見ながら、最終的には町長判断をしていただきたいというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）１４ページ下段、企画課について質疑を許します。
　１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）先ほど、庁舎の管理業務で、今聞けば、トータル８か所に
なるんでしょうか。それで、今、聞きます電算管理の機器と使用料の印刷機リース料、こ
れは何台を見ておられるんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）お尋ねの台数でございます。１０台を予定してるところでご
ざいます。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）先ほど、総務課長の説明された場所、私、メモを取ってお
ったんですが、ちょっと間違いがあったら言ってください。私、８か所と確認したんです
が、今、企画課長では１０台、１０か所、これと整合性はあるんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）すみません、私のほうの説明漏れが１か所、庁議室を漏らし
ておりました。この関係で９か所になります。それと、合わせまして、こちらも説明不足
でございました。健康福祉センター内でも分散をするということで１か所分を想定をして
おりますので、コピー機でいいますと１０か所分というふうな箇所数になってまいりま
す。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）この、今、コロナの関係で、オンラインの会議ということ
で、これは当然、今後進めていかれるための費用だというふうに考えますが、これまで、
感染が発生してオンライン会議を現に取り組まれた経過を、今ある施設で、オンライン会
議を、ネットには通じているわけだからいつでもやろうと思えばできるわけだけども、こ
れまで取り組まれたオンライン会議について、ちょっとお知らせください。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）お尋ねのところでございます。あくまでも、役場の執務に関
係してというところで、企画課調べというところで参考数値と御容赦いただきたいと思い
ます。５月２０日以降、現在に至るまで４８件を把握しとるところでございます。その開
催の状況については、種々でございますが、事業者様との打合せに使ってみたり、あとは
大学との打合せ、あるいは日野郡の会議等で使用しとるというような状況でございます。
以上です。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）問題は、やっぱり、デジタルは一定の基本的な知識がない
となかなか即使えないという場合もあるわけですけども、現実に、企画課が主催される場
合もあるし、恐らく総務課がやられる場合が今回かなり多かったとは思いますが、そうい
うスタッフ、職員の、これは十分に確保されているというふうに、これまで使われた感じ
でどんなふうに感じておられますか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）お尋ねの内容につきましては、現在は、現スタッフ、電算担
当中心に機械を、まず、会議の状況、こういうオンライン会議が必要だという情報は企画
課へ寄せていただき、いついつ、どこの場所でということは、セッティングは企画課が電
算担当を中心にやっとるところでございます。セッティングさえできれば、そんなに手間
はかからないところで、現スタッフでやっております。１日に重なる会議というのも、今
の想定では、そんなに頻繁に重複することはないのであろうと思っておりますが、しかし
ながら、やはり負担には、ゼロかと言えばそうではございません。この辺りは、電算担当
中心には、企画課が中心になって、その会議設定は今後もしていく必要はあろうかと思い
ます。一方では、職員の研修あたりもする中で、自分ならできるという職員を一人でも多
くつくるところで、人材育成とともに進めてまいりたいというふうに思っておるところで
ございますが、基本は、役場の執務、あるいは、また町民の皆様でこういうことをしたい
というときには、そういったサポートは企画課中心にさせていただきたいというふうに考
えておるところでございます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）今、實延課長が、担当課長が申し上げたとおりですが、実績の中
の一つとして、今、県の新型コロナ対策の会議があるというふうに思っておりますが、そ
れが何十回も、今ですが、御承知のとおり、全市町村が、県内の市町村が加わってオンラ
イン会議ということも２回程度はやっておりますので、そういった実績もありますし、そ



のときに町長室で私のほうが受けたですけども、総務課の職員でやっていただいたという
ことでありますので、私らはなかなか厳しいのかもしれませんが、若い職員さんあたり
は、割とスムーズにやってくれるんではないのかなというふうに思っておりますが、いず
れにしても、一人でも多くの職員の皆さんが、そういうことができる形は望ましい姿だと
いうふうに思っておりますので、そういった研修も、課長申し上げましたが、これからつ
くっていきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）１５ページ上段、福祉保健課について質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）４月２７日現在に住民登録があった人が１０万円の給付金
が受けられたということで、２８日以降に生まれた赤ちゃんに対して１０万円を支給する
という予算で、１５０万組んでいられますけども、４月１日が新年度になるわけだけど
も、誕生は４月２日ですけども、新たに令和３年度に誕生される赤ちゃんは、一応、４月
２８日以降では１５人ぐらいの人数を想定されているということでよろしいでしょうか。
（「令和２年度」と呼ぶ者あり）ごめんなさい、令和２年度ですね、２年から３年にかけ
ての出生数についてお聞かせください。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）ただいま御質問いただいた件ですが、５月、６月、７月
で、現在生まれた方っていうのが４名です。それ以降につきましては、現在、母子手帳の
交付が８名ということで、これは１月までの予定ということです。まだ、２月、３月につ
きましては、９月末ぐらいである程度出てくるというふうには思っておりますが、５月以
降については、一応１３名で、現在のところは、確定分については１３名ということで
す。２月、３月がまだ未定という状況でございます。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）臨時定額給付金は、一応、郵送で各世帯、家庭に郵送で案
内があったわけだけども、この新しく生まれる家庭に対しては、申請、いわゆる基本的に
は申請主義なんだろうと思いますが、どういう手続で御案内をされるのかという点につい
ても、非常に大事な事業なので、この点について考えておられることを示していただきた
いと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）これまでに出生された保護者の方につきましては、郵送
で申請書の要項のほうを送らせていただきたいというふうに考えております。今後につき
ましては、住民課の窓口で出生届を出された際にお渡しする、それから、出生届につきま
しては日南町だけというところではありませんので、届出先が、どこの市町村でも受付が
可能ですので、住民登録された際に郵送でお送りをさせていただいて、現在のところ、給
付金につきましては手渡し、出産祝い金と合わせて手渡しができればというふうには考え
ておりますが、コロナの状況を見ながら、場合によっては振込というような形での給付と
いうことを想定しております。
○議長（山本　芳昭君）１５ページ下段から１６ページ、教育課について質疑を許しま
す。
　５番、櫃田洋一議員。
○議員（５番　櫃田　洋一君）まず、この特産品の詰め合わせというものは、どのような
品物をお考えでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）特産品の中身のほうですけれども、その発送する時期等にも
よるものもあるかもしれませんけれども、現在は、日南町日野川の郷のコシヒカリ５キ
ロ、あと、レトルトで完熟トマトたっぷりカレー、同じくハヤシですね、それからおっさ
んせんべい、ドレッシング各種、それから自然薯ショコラです。あとは、はちみつドーナ
ツ、チョコドーナツ、現在、そのような内容のものを考えております。
○議長（山本　芳昭君）５番、櫃田洋一議員。
○議員（５番　櫃田　洋一君）特産品というと、やはり郷土愛という意味ではすごく、ど
う言いますか、郷土愛を感じたり育んだりすることができて非常によいと思うんですけど
も、やはり日南町出身の学生といいますと、日南町、米どころでもありますし、家で野菜
作られてる方もいらっしゃるので、米というのは、やはり実家から送っていただく方が非
常に多いんではないかと、全ての方が農家というわけではないと思いますし、親戚の方か
ら送られたりもしますし、逆に自分の家から米と野菜を送っていただくと、その学生とい
うのは、非常に親のありがたみも感じますし、ほかに夏野菜ですとか、今、言われた品物
以外のものもありますので、やはり、金額のほうがうれしいという思いもあるのではない
でしょうか。



○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）この事業の内容を組み込むのに、少し、やっぱり内部のほうでも
意見交換をさせていただきました。金額は大小は別として、やはり、受け取る側、学生の
皆さん方からすると、おっしゃられるように、現金がいいんじゃないのという話は、多分
思われてるというふうに思ってますし、また、その現金で自分の本当に好きないろんなと
ころに、コンビニも含めて買われるっていうことは、当然、そのように感じることはある
のかなというふうに思っていました。ただ、やはり、今回、こうして日南町から困窮して
いる学生の皆さんへの支援ということでありますので、ただ単に、現金だけということで
はなくて、少し、やはり町としての、どう言いましょうか、送って、学生の皆さんが、日
南町に対して、それなりのふるさとだとかというところの思いを、やっぱり感じる形をつ
くっていきたいというふうに私自身は思っておりまして、そういった意味で、地域の皆さ
んが加工品あたりを中心とした形、あるいは先ほど説明もありましたけれども、加工品も
そうですが、私は野菜も少し入れてほしいって、あえて言っております。ただし、宅配で
すので、最初はトマトって思いましたけれども、どうもやっぱり、難しいって話もあった
りするので、トマトは無理かもしれませんが、例えばトウモロコシだとかピーマン系だと
か、そういったところも少しはやはり入れて、日南町の特産品をあえて知ってほしいって
いうふうに思っています。
　御案内のように、家族から送られるっていうケースはもちろんあります。それも想定し
た上でですが、やはり、特別な形ですよということを、やっぱり学生の皆さんにも認識し
ていただく、あるいは、送った後の返事を、コメントあたりも求めていきたいというふう
に思っておりまして、そういった、やっぱりつながりっていうところを、やはり強めてい
くための一つの手法として考えていきたいと。それと併せて、地域内の経済循環の一翼に
もなったらいいかなというふうに思っておりまして、そういうこともトータル的に考え
て、特産品という形を選択をしましたので、御理解をいただければと思います。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）先般、８月３日の全協で、若干説明をいただいたんですけ
ど、ちょっと確認の意味も込めまして、再度伺いたいと思います。
　まず、この対象者の定義でございます。町外で生活するという表現がありますが、これ
については、いわゆる住民票で判断するのではなくって、実態として、住民票は日南町に
置いといても、学生の方が町外で出られてると、そういう方々が対象になるのかというこ
とが１点。
　それと、高校卒業されて町外に出られたというときに、いろいろと年齢要件等もあると
思うんです。上限、学生という位置づけですね。そこら辺で、年齢要件というのをつけら
れるかどうかということ、その２点を伺いたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。まず、最初の御質問ですけれども、議員言われ
るとおり、日南町に住民登録があって、町外で生活をしている方も対象ということで、そ
のようにしております。
　２点目の年齢要件につきましては、設けておりません。高等専門学校生、専修学校、短
大、あるいは大学、大学院等に在学をしておられる方ということで対象のほうは考えてお
ります。以上です。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）ありがとうございます。住民票がない方も対象だと……。
あっ、日南町にある方も町外に出られとったら対象だということでございますが、そうな
りますと、どちらに住んでいらっしゃるかという把握が難しくなるのかなと思います。そ
ういうときに、いわゆるこれも申請主義ということで伺っております。この辺りの、確実
に対象者の方々に周知をどのようにして行われるかということを伺いたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）対象者となる方への広報ですけれども、ちゃんねる日南、防
災無線等を使って広報していこうと考えております。当初は、対象学生をいろいろ調べて
というような話も出てきましたけども、なかなか、その部分は把握することが難しくて、
そのような形で広報していただいて、恐らく、基本的には保護者さんが申請という形にな
ろうかなと思いますけれども、そういう形で広報のほうは考えております。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）前回、全協でも私は聞きました。申請方式ということで
す。基本的に、大学院から、要するに専門学校も全部入れての話ですが、申請するときの
書式の中に、その書式はもう決まっておるんでしょうか。例えば、どういった内容を書く
んですよということの内容の原案はできておるんでしょうか。



○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）その書式の原案については、できております。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）私は、今後、いろんなトラブルを未然に防ぐためにも、例
えば、在学証明であるとか、在籍証明であるとか、というのは、万が一、お子さんが東京
のほうで大学に行っているはずだというところが、実際には退学していたとか等々が、い
や、ないとは思うんですよ。いや、後でのトラブル考えますと、一旦送った、また返して
くれなんて言えませんので、そういったために、その申請書の様式の中で、お手数ですけ
ども在学証明であるとか、これは必ず取れると思うんです。通常、奨学金を毎年もらうと
きに申請しないと奨学金もらえません。そうでないと、４年間いたとき、後から返すのも
大変ですので、そういったことの申請書の中に、在学証明か在籍証明かを添付してくださ
いというようなことを考えておられますかと聞きたいです。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）そのような書類、学生証、あるいは在学証明書の写しの提出
のほうもお願いをするようにしております。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）いろいろお話がありますが、このお金は、いわゆる学生で
すから、成人になられた方も対象ですけども、現金をどのように、学生本人に送付される
のか、あるいは、その町内の家庭にされるのか、その点についても、やっぱり、さっき同
僚議員から質問のあったことで、本当に学生に確実に届く手法を、今、考えていられる案
を、ちょっと説明してください。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。議員、おっしゃられるとおり、学生さん本人に
届かないと、やはり、この趣旨等がずれてしまいますので、現金につきましては、学生本
人さんの口座に入るように申込みをしてもらうようにしておりますし、特産品について
も、本人さんの居住されているところに送らせていただくというふうなことを考えており
ます。
○議員（８番　久代　安敏君）はい、分かりました。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）同僚議員が先ほどおっしゃられまして、町長の答弁を伺っ
て、特に特産品に対する町長の思いというのを感じ取ったわけですけど、町長の思いとこ
のたびの学生を応援する趣旨、要するにお金を送るのと特産品というのは、若干、ずれが
自分あると思うのが、大変ちょっと疑問を持っておりますし、それから、このコロナがい
つ終息するか分からないというような現状であって、これが、１回だけの応援施策でとど
まるのか。自分としたら、やはりこの現金で学生を応援するのと、それから、こういった
ふるさとグッズをもって応援するのは、やはり思いが、要するに、応援グッズを送るの
は、やはり自分たちの気持ちもくんでほしいという思いもありますし、現金は単純に学生
を頑張ってくださいという思いが、今、町長の答弁でかいま見れたわけですけど、これを
分けて、今後でもいいですけど、この特産品というのを別途に考えるということは、大体
できないわけですか。ただ、この１点ほど、前回も質問させていただきましたけど、町長
の見解を伺いたいと思いますが。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）コロナ自体の長期化というところは、想定はしないといけないと
いうふうには思っております。ただ、今回の、いわゆる町の独自策というところでありま
すので、一般的に言われれば、国の制度の中の、先ほどもありましたが、特別定額給付金
１０万円あたりも、それぞれの住所地の中で、学生さん本人も受給されてるっていうふう
に基本的には思ってます。ですから、そういったことは、公平感ではあろうかというふう
に思っておりますが、今回、特にバイトをしてることができなかった、それによって収入
減ということが、一般的ですけどうたわれております。昨今では、バイトもできるように
なったという、多分地域的なところ、あるいは業種的なところもあろうかというふうに思
っておりますが、とはいいながら、やはり長期的になる可能性もあるということで、町か
らしっかり食べていただいて、勉学のほうに励んでいただきたいというのが趣旨でありま
す。
　ですから、その中で、現金というのは、利用はしやすいというのはもちろん承知してお
りますが、ただ、やはり現金だけではなくて、町としての思いを、やはり家族もそうです
けれども、町全体で応援してますっていうところを、やはりつくっていくことが望ましい
ではないのかなというふうに思っております。町内で、事業体あたりでも減少したりして
るところもたくさんありますので、そういったところの応援ということも含めて、町全体



として応援していきたいということを重点的に思っていますので、そういった部分は、ぜ
ひとも御理解いただければというふうに思っております。
　ただ、本当に長期化になる可能性だってあるというふうに思っていますが、それはその
ときに、また、考えさせていただきたいというふうに思っております。当面は、この形を
１回はさせていただければというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）この特産品を送るということを否定するわけではありませ
んし、それはいい取組であろうとは思います。思うけど、やはり、現金とその特産品とい
うのは、また、趣旨が違うんではないかなということで、それを、まあ、別建ての形にし
てもらえたほうがよかったかなと思いましたということです。
　それと併せまして、先ほど、町長が、町長の思いとして、野菜などを多く入れる方向で
お願いしたいということ。要するに加工品を中心でなしに、そういう形にしたいというこ
とで、米であったり野菜を入れたらどうかというような、入れてほしいというような思い
を述べられましたけど、学生の実態として、その野菜がごみにならないかということを、
ちょっと自分危惧するわけ、都会の人って、野菜は日もちがしませんので、米の場合は日
もちがしますけど、野菜は日もちがしませんので、野菜を送ってもらうよりも米のほうが
いいわという自分の身内ですけど、そういったことがあるわけでして、今の学生の実態と
してどれだけの料理を家庭で料理されるのか、自分も分からないわけですけど、そういっ
た意味で加工品というのもありがたいと思うわけですけど、その辺の実態というのを、ち
ょっと把握されて、この野菜というのを多く入れたいという思いを持っておられるわけで
すか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）学生の皆さんの男性なり女性なりというところによって、多少違
ったりするというふうに思っておりますし、けれども、加工品が上だ野菜が上だっていう
ことではなくて、バランスよくっていうところが基本的には考えておりまして、どっちが
たくさんだ、少ないっていう考え方ではないです。ただ、やっぱり物を宅配で送るってい
う行為の中で発生しますので、当然日もちがするものがいいのはいいのかなというふうに
思っています。ただ、やはり、日南町というのは、第一次産業というふうに思ってますの
で、その第一次産業で頑張ってる皆さんの少しでも気持ちを加えていくっていうことが、
彼らの、あるいは彼女らのこれからの日南町ふるさとっていうところの思いが伝わること
が望ましいのかなということも含めて野菜というか、日もちがしないっていうのはもちろ
んそうですし、ですから、そういうところは、分かる学生であってほしいなというふうに
思っております。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）それから、最後に、この特産品を送るに当たって、学生か
らコメントを求めたいというような答弁でしたけど、これをどういう形で今後活用してい
きたいとか、コメントをもらったことに対して、どういう具合にその学生に対して応えて
いく考えでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）いろんな在り方があるというふうに思っておりますが、そんなに
長文を書いていただいてというような思いはないです。役場の庁舎のほうにも、一部鳥取
大学の皆さんへのコメントをいただいて掲示させていただいておるところですけれども、
そういうように、短文でも結構ですので、気持ちが伝わる形の中で返していただければ幸
いかなというふうに思っています。それはどういう在り方をするかっていうところはあろ
うかなというふうに思っておりますが、いずれにしても、住民の皆さんあたりが目に触れ
るような形っていうのを、やっぱりしていく必要があるかなというふうに思っています。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）ちょっと小さいお話なんですけれども、国の特別定額給付
金１０万円については非課税ということでございました。このたびのこの学生への支援、
額的には４万円ということなんですけども、この辺りの課税に対する考え方がどうなのか
ということを確認したいと思います。
　それと、すみません、過ぎてしまったんですけど、母子父子の事業１０万円、これにつ
いても税金という位置づけで、ちょっと確認をさせていただいたらと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）すみません、遅くなりまして。ちょっとまだ勉強不足のところが
ありまして、法的なところを整理しないといけないっていうふうに思っておりますが、ち
ょっと、ごめんなさい、そこまでっていうのが正直なところでありますので、法的なこと
も含めて検討していきたいと、確認をして方向性を決めていきたいというふうに思ってお



ります。
○議長（山本　芳昭君）では、調べがつきましたら、報告をしていただきたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
　全体を通しまして質疑漏れありませんか。（発言する者あり）１５ページから１６ペー
ジですよ。教育課です。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）コロナウイルスの感染予防のための業務委託ということな
んですけども、やっぱり、学校の先生だけでは、今の教職員の体制では、基本的には対応
できないということから、あえて外部委託されるのか、そして、委託されようとしている
業者、それは感染予防対策をきっちりやられる、もちろん、そういう業者であろうと思い
ますけども、その点について、現在の職員の体制と委託業者、それについて示していただ
きたいと思います。どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）現在の消毒作業の現状ですけれども、今は夏休み等で、中学
校のほうは部活等で活動しておりますので、その後の消毒等は行ってはおりますが、平常
時は、やはり、児童生徒が帰った放課後に教職員がほぼほぼ全員で三、四十分程度かけな
がら消毒のほうをしております。かなり、負担になっているというような現場からの声は
聞いております。あと、もう１点の業者につきましては、もちろん、専門的な業者ですの
で、その辺りの感染のほうは、きちっと対応して作業のほうは行ってもらうように話はし
ております。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）もう１点、今回のコロナの関係で、いわゆる加配ですよ
ね、教職員の、を実際に考えられていられるのか、例えば、こういう消毒作業も、やっぱ
り学校全体におられる教職員が多ければ、やっぱりそれも可能なんですよね。ですから、
その点については、日南小・中学校はどのような考え方をしていられるのかという点につ
いて示してください。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）この感染症の消毒に関わる加配等ですけれども、これは県の
ほうがその加配をということで話がございましたが、県内でも、限られた人数しかその加
配等はなくて、本町からも声を上げさせてはもらったんですけれども、そこには対応して
もらえなかったというようなところがございますので、それ以降、方法としては、単町で
何とかその辺りの対応をしていくようなことを考えていくべきなのかなっていうところは
感じてはおります。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）オンラインの授業も含めて、やっぱり、技術的な問題もあ
る、企画課から先ほどいろいろ説明もあったけども、やっぱり、初めてオンライン授業を
正式に取り組もうとされている。現実には、機器がまんだ十分そろってないという状況も
ある中で、やっぱり、そういう技術的なことを、やっぱり、きっちり現場で教えられる人
が、それも業務委託の方向ですけども、必要ではないかということを含めて、やっぱり県
教委に対しても、教育加配を僕は必要だということを、意思表示を、やっぱり当該当町の
日南町教育委員会としても要望していかれるべきだというふうに考えますが、どうでしょ
うか。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）町費のいろんな面での支援員というのは、日南町、非常に潤沢
につけていただいています。その業務が、これまでは、もちろん消毒作業ではありません
でしたけれども、集中してそちらの支援員に、この業務をお願いをしてきたという背景も
ございます。もちろん、県の加配というのは、業務アシスタントというような名前で各町
１名ということで、その制度ができてから、日南町には小・中学校に１名のお願いをし
て、時間も決まっておりますけれども、そういった活用をしております。なかなか、そこ
を、学校１名ずつということにならないというのが、先ほどの次長の説明でありまして、
もちろん、県の支援の在り方の中を活用するということ、それから、今回については、新
型コロナの交付金のいろんな項目の中で、使わせていただける人材を登用する部分もあり
ますけれども、そういったところの活用をさせていただいて、今回、お願いしているとい
うことを、ぜひ、御理解いただければというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）教育課の先ほどの清掃の外部委託の件ですが、月額が２４
万８，６００円というふうになっておりますんで、この金額は問題はないんですが、作業
内容、消毒内容、清掃とも書いてありますし、実際には、どの程度の作業内容を委託する



のかというのを教えてください。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）具体的な作業内容につきましては、一般的に児童生徒が触れ
る場所は、もう、そこは最低限消毒をしてもらいます。具体的に、扉のノブであったり、
机、椅子等はもちろん消毒をしてもらわないといけませんし、あるいはトイレなどもそう
です。それから、中学校では部室等もございますし、ランチルームも中学校使っておりま
すので、そのようなところで、児童生徒が触れるようなところを中心に消毒のほうをさせ
てもらうようにしております。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）ざっとした作業内容というのは、例えば、殺菌剤がついた
ような、で拭き取りするような作業だと思います。噴霧器で噴霧するような作業ではない
わけですね。その作業時間帯というのは、学校が終わってからということになると思いま
すが、大体、何人ぐらいで、何時ぐらいまでされるんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）消毒作業ですけれども、最初にも申しましたとおり、児童生
徒が学校から帰った後、つまり、放課後の時間帯になります。小学校、中学校、その時間
は、ちょっと差があるとは思いますけども、大体、４時とか４時半から、業者には３人で
２時間の作業ということでお願いをして、この金額を出していただいております。以上で
す。
○議長（山本　芳昭君）そうしますと、質疑漏れ、全体を通しまして質疑漏れあります
か。
　３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）すみません、１４ページ、総務課です。先ほどの御答弁
で、場所ですね、会議室で使う場所、かなり文化センターのほうも、ほぼ全て町の施設を
使うような感じでしたけれども、確認ですが、その職員の方の執務で会議室、多目的ホー
ル使うということは、同時に行事での使用は中止にすると、その判断を同時にするとい
う、そういうふうに考えればよろしいですか。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）４月から５月にかけて、実際、勤務抑制をさせていただいた
時期も、文化センター、閉館としておった時期です。そういう想定になる時期というの
は、同時にそういう公共施設を閉じるということも検討を併せてする時期になろうかとい
うふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）ちょうど、何ページという話にはなりませんが、教育課の
ほうがいいと思いますけども、学校の、いわゆる消毒というものが、今回、提案されてお
りますけれども、実質的に、過程の問題もありますけれども、通学バスの消毒というのは
非常に密にもなりますし、大きな部分だと思うんですが、今回、予算要求がしてありませ
んけれども、そういった部分についてのお考えがあれば、この際、教えていただければと
思います。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）お尋ねの通学バスという部分におかれるところが、ふだん
の、いわゆる町営バスのところとしてお答えさせていただきますと、バスをはじめまして
タクシーも含めてですが、交通事業者様において、都度、消毒をいただいてるというとこ
ろでは、引き続き努めてまいりたいというふうに考えております。以上です。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）先ほど、小・中学校の消毒清掃を外部委託するということ
が報告がありましたけど、今現在、庁舎のほうも、職員が始業前、始業後に大変労力を費
やして消毒しておられます。業務のほうに差し支えがあるのかないのかは、ちょっと検証
できませんわけですけど、やはり、負担も大変大きいもんがあると思いますが、その辺を
外部委託のほうに、何日間でも、内容は別にしても、そういった考えはお持ちであるのか
ないのかというようなことを、ちょっと、お伺いしたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）今回、検討する中で、役場の消毒業務についても併せて検討
はさせていただきました。ただ、実態からいいまして、負担の度合いというふうなことも
考慮しまして、優先すべきは学校だろうということで、学校の消毒業務を、まず、立ち上
げをさせていただき、その中で、様子も見ながら、庁舎のほうも検討はしていきたいとい
うふうに考えております。少なからず、職員が朝の始業後の時間を使って交代でやってお
りますので、負担は、必ず今あっておるわけです。併せて検討を今後していきたいと考え



ております。
○議長（山本　芳昭君）以上で、質疑を終結します。
　これより、討論、採決を行います。
　日程第４、議案第７４号、令和２年度日南町一般会計補正予算（第５号）の討論を許し
ます。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）討論を終結します。
　これより、採決を行います。
　議案第７４号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決されま
した。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（山本　芳昭君）お諮りします。本臨時会に付議された案件は以上をもって全て議
了しました。これをもって会議を閉じ、閉会としたいと思いますが、これに御異議ありま
せんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）異議なしと認めます。よって、令和２年第６回日南町議会臨時会
の会議を閉じ、閉会とします。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時１４分閉会
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　議長挨拶
○議長（山本　芳昭君）閉会に当たり、一言御挨拶申し上げます。
　本日は、１日限りの臨時議会でありましたが、全議案議了いたしました。議長として厚
くお礼を申し上げます。
　年当初から、全世界を恐怖に陥れた新型コロナウイルス感染症は、暖かくなれば鎮静化
すると淡い期待を持っていたのですが、国がＧｏＴｏトラベルキャンペーンを前倒しした
頃から、皮肉にも新型コロナウイルス感染者数は増加傾向となり、第二波と言われるくら
い、全国的にＰＣＲ検査の陽性者数は増加をしております。
　町内では、各地域の花火大会や盆踊り大会の多くが中止予定となっており、寂しいお盆
となりそうです。そのような中、鳥取県内でも、昨日、米子市内の女性がＰＣＲ検査２１
例目の陽性者として確認をされました。町民の皆様におかれましては、平井知事や中村町
長も発言されておりますが、御親族や御家族のお盆の帰省は慎重に考慮していただき、そ
して、家庭内におきましても、感染防止に努めていただきたいとお願いを申し上げます。
　議員各位の御協力に感謝を申し上げ、臨時議会を閉じます。
　お疲れさまでした。
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


